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「まち」について′「科学」について′

市民と学生と専門家が一緒になつて考え′議論し′学び合う
″
熱い3日 間

〃
あなたも参加してみませんん`。

会場 公立はこだて
未来大学4階
494言青義室 (8/5) 8

東本願寺

函館別院 (8/6′ 7)

・いろんな世代の人と一緒になつて学びたい |

・科学技術 コミュニケーションについて知 りたい |

。「はこだて国際科学祭」に参加 してみたい !

。函館をもつと元気にしたい !

―
そんな方々の参加をお待ちしています.

講師 :

田彰「恵美子 11■ |とに〔大■大■■十な■

渡 辺  保 史 ,と ぉた大●丈●境イ1本妄■ヽ●
「

女;Iよ i― メイネ ケ

ゲスト講師 :

森 由美子 ≒t,|三 Ⅲ ⅢⅢⅢ■メ、ドンⅢ':守 奉雫

金曜日 土曜日 日曜日

受講料無料/要申込み (定員 30人程度′先着順 )

キヤンパス・コンソーシアム函館 単位互換制度対象科目

「 科 学 技 術 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 入 門 」

httpノ/wwwesciencefestivaljp/

Ⅲ 斧キ黒境岳息了挙A練
Ш キャンバス・コンソーシアム函館
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昨年に引き続き,本格的なまち歩きのフィールドワークに挑戦し′まち歩きでの発見ズ)｀ら′科学にちなん

だクイズラリーを作成しま魂 まとめ上げた成果tよ ,8月 下旬に開催される「tよ こだて国際科学祭2011」

で実際に行われるサイエンスクイズラリーに活かされま魂

専門家 ′科学と市民をつなぐコミュニケーションのあり方,科学と地域のあり方′科学とメディアのあ
り方などについて,さまざまなレクチャーを行うとともに,参加者みんなで議論します。
▼

区 (元町～弁天町～西埠頭界隈)をデジカメ片手に
Wぶ

らぶら
Wと

歩きながら′ふだんはなにげな
く見過ひしていることを発見していきま魂 これはフィールドワークという′れつきとした社会調査研究の
手法で現

ぶら ら歩きのフィールドワークで発見したことを持ち寄り,グループに分かれてディスカッションを行
い′サイエンスクイズラリーの案を創り上げま魂 最後にみんなで発表と意見交換を行い,3日 間の成果
をまとめます。
▼

ん (有志の には,8月 20～28日 に開催される「はこだて国際科学祭2011」 のスタッフと
して′サイエンスクイズラリーなどの運営に実際に参加していただきま魂 まち歩き→発見→アイデア→
企画→さらにその実行まで,ト ータルにズ)｀かわつてみませんか。

0はこだて科学寺子屋 く集中講座)は「
金/土/日の週末3日 間をかけて実施しま魂 社会人。一般市民の方で平日参加が難
しい方には,上/日の2日間参加も可能で現

(詳しくはサイエンス・サポート函館事務局までお問い合わせください)

0はこだて科学寺子屋 (集中講座)は「
社会人・一般市民向けの公開講座であると同時に,キャンパス・コンソーシアム函館・

単位互換制度対象科目「科学技術コミュニケーション入門」として開講されま魂 単位
認定には必要な条件を満たしていただく必要がありま丸
(学生の方 へ々:詳しく,よサイエンス・サポート事務局にお問い合わせください。単位
互換制度を利用しての受講申し込みは,各大学事務局にお問い合わせください。)

0社会人・一般市民お申し込み【7月 29日締切】

0問い合わせ先・お申し込み (社会人・一般市民 )

サイエンス・サポート函館事務局 (担当:金森)

041-8655函館市亀田中野町116-2公立はこだて未来大学内
電子メール:info@sciencefesdvaljp

電言舌:0138-34-6527

http、11、wwosciencefest抒 aljp/

キヤンパス・コンソーシアム函館 単位互換常U度対象科目 (主管校 :公立はこだて未来大学)

笹雛訴,鰤
3SkQ


